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｜
は
じ
め
に

井
上
筑
後
守
政
重
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
寛
永
十
七
年
の
平
戸
和
蘭

（
１
）

商
館
破
壊
と
翌
十
八
年
の
長
崎
移
転
の
連
絡
あ
る
事
件
に
関
す
る
活
動
、
同

（
２
）

十
七
年
宗
門
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
後
の
切
支
丹
迫
害
に
関
す
る
活
動
に
一
里

（
３
）

点
が
置
か
れ
て
お
り
生
涯
に
百
一
つ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
承
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
政
重
の
略
歴
に
つ
い
て
述
べ
て
ふ
た
い
。

井
上
清
兵
衛
政
重
は
、
天
正
十
三
年
、
井
上
半
右
衛
門
清
秀
の
四
男
に
生

（
４
）

ま
れ
、
最
初
横
須
賀
城
主
大
須
賀
康
一
同
に
仕
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

（
５
）

（
６
）

父
清
秀
、
系
譜
上
の
祖
父
情
密
不
も
大
須
賀
氏
に
仕
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政

重
の
仕
官
は
彼
等
の
推
挙
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
何
時
の
頃

（
７
）

か
政
重
は
蒲
生
家
に
椅
頼
し
て
い
る
。
し
か
し
、
両
家
に
仕
え
て
い
た
頃
の

政
重
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

慶
長
十
三
年
、
政
重
二
十
三
才
の
時
、
稟
米
二
百
俵
の
書
院
番
士
と
し
て

（
８
）

（
９
）

御
家
人
の
列
に
加
わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
母
が
秀
忠
幼
児
の
乳
母
で
あ
る

こ
と
や
、
実
兄
井
上
主
計
頭
正
就
は
幼
少
時
よ
り
秀
忠
と
共
に
城
中
で
育

ち
、
以
後
も
秀
忠
側
近
の
年
寄
衆
の
一
人
と
し
て
永
井
尚
政
、
板
倉
重
宗
等

井
上
筑
後
守
政
重
の
海
外
知
識
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）

井
上
筑
後
守
政
重
の
海
外
知
識
に
っ

（
、
）

と
「
近
侍
の
三
臣
」
と
称
さ
れ
、
秀
忠
の
寵
臣
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
、
有
力

な
背
景
に
な
っ
て
い
た
と
も
思
わ
れ
る
。
史
に
、
後
の
老
中
松
平
信
綱
の
妻

（
、
）

（
皿
）

は
政
重
の
姪
、
政
重
の
妻
は
後
の
若
年
寄
太
田
資
吉
不
の
姉
で
あ
る
こ
と
な
ど

も
以
後
の
政
重
の
拾
頭
を
有
利
に
展
開
し
た
要
因
と
思
わ
れ
る
。

（
Ｅ
）

元
和
二
年
政
重
は
竹
千
代
、
即
ち
後
の
将
軍
家
光
の
下
に
配
属
さ
れ
た
。

（
辿
）

同
四
年
五
百
石
取
り
の
旗
本
と
な
り
、
同
九
年
家
光
の
将
軍
宣
下
の
上
洛
に

（
頑
）

供
奉
し
、
家
光
の
将
軍
職
世
襲
に
伴
い
、
書
院
番
士
は
｛
日
ら
の
精
勤
振
り
を
認

知
さ
れ
よ
う
と
非
番
だ
け
で
な
く
、
一
日
に
早
朝
、
日
中
、
薄
暮
、
夜
中
と

四
度
も
出
仕
す
る
た
め
、
そ
の
勤
務
状
態
を
記
録
す
る
役
に
補
さ
れ
て
い

（
通
）

（
Ⅳ
）

る
。
そ
し
て
、
同
年
中
千
石
に
加
増
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
功
績
を
認
め
ら
れ

（
咽
）

た
の
で
あ
ろ
う
。
又
、
寛
永
一
一
年
目
付
役
に
楠
さ
れ
た
の
も
そ
の
監
察
の
才

幹
を
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
同
四
年
叙
爵
し
て
従
五
位

（
四
）

下
、
筑
後
守
と
な
る
。
そ
の
後
同
九
年
政
重
は
外
の
励
弧
と
共
に
家
光
近
侍

長
年
の
者
と
し
て
五
の
字
の
指
物
を
許
さ
れ
て
い
る
。
政
重
が
家
光
付
に
な

っ
て
以
来
家
光
の
信
頼
を
得
て
側
近
と
し
て
重
き
を
な
し
拾
頭
し
て
き
て
い

（
虹
）

る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
同
年
十
二
月
二
千
石
加
増
ざ
れ
四
千
石
と
な
る
。
そ

し
て
、
翌
々
十
一
一
月
政
重
は
水
野
守
信
、
柳
生
崇
矩
、
秋
山
正
重
等
と
共
に

三
一
五

し、

て

長
谷
川
一
夫
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

（
犯
）

幕
政
機
蕊
備
の
一
環
と
し
て
設
置
さ
れ
た
大
目
付
に
補
さ
れ
そ
の
職
務
規

定
七
カ
条
の
任
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

島
原
乱
起
る
や
幕
府
は
そ
の
鎮
圧
に
苦
悶
し
、
翌
十
五
年
一
月
上
使
松
平

信
綱
を
派
遣
し
た
が
、
政
重
は
信
綱
や
そ
れ
以
前
に
既
着
し
て
い
た
戸
田
氏

鏡
の
助
手
と
し
て
有
馬
に
趣
勢
原
城
攻
撃
を
作
戦
面
で
援
助
し
て
い
る
こ

（
酪
）

と
は
「
島
原
日
記
」
仁
詳
か
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
政
重
は
切
支
丹
禁
圧
に

（
恥
）

関
係
し
て
い
た
ら
し
く
、
こ
の
年
末
の
仙
台
及
び
翌
十
六
年
初
め
最
上
で
捕

（
〃
）

縛
さ
れ
た
切
支
丹
信
徒
の
穿
鑿
に
携
わ
り
、
こ
れ
ら
の
功
績
を
認
め
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同
年
六
月
六
千
石
加
封
さ
れ
、
上
総
国
高
岡

（
犯
）

一
万
石
を
領
有
す
る
譜
代
大
名
に
取
立
ら
れ
る
と
共
に
、
宗
門
奉
行
を
兼
務

（
羽
）

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
二
十
年
切
支
丹
禁
圧
の
功
を
認
め
ら
れ
三
千
石
を

（
釦
）

加
増
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
二
ヵ
月
後
、
筑
前
で
捕
縛
さ
れ
た
潜
入
宣
教
師
を

穿
鑿
し
、
転
宗
さ
せ
た
後
、
切
支
丹
屋
敷
に
置
き
給
与
を
与
え
て
後
の
穿
鑿

の
助
手
と
し
得
た
こ
と
な
ど
、
切
支
丹
禁
圧
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
こ
と

（
虹
）

は
、
「
契
利
斯
督
記
」
に
詳
か
で
あ
る
。

一
方
、
そ
れ
と
並
行
し
て
の
長
崎
出
張
も
見
逃
せ
な
い
。
寛
永
十
六
年
の

（
躯
）

（
調
）

紅
毛
子
女
の
国
外
追
放
、
同
十
七
年
の
平
戸
和
蘭
商
館
の
破
壊
と
翌
十
八
年

（
瓢
）

の
長
崎
移
転
に
伴
う
諸
事
務
、
正
保
四
年
葡
使
節
渡
来
の
際
は
幕
命
通
達
と

（
妬
）

長
崎
警
備
役
の
指
揮
監
督
、
更
に
、
慶
安
元
年
に
は
葡
使
節
渡
来
に
関
す
る

（
調
）

蘭
側
の
援
助
問
題
の
事
実
糺
明
の
た
め
の
新
旧
両
商
館
長
の
訊
問
な
ど
そ
の

（
訂
）

（
詔
）

数
は
五
回
を
数
え
、
幕
府
対
外
政
策
の
参
画
者
、
長
崎
官
憲
と
し
て
の
性
格

を
示
す
活
動
も
な
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
足
跡
を
残
し
た
政
重
は
万
治
二
年
閏
十
二
月
老
衰
に
よ
り

一一一一〈

職
を
解
か
れ
た
。
政
重
七
十
三
才
の
時
で
あ
る
。
翌
三
年
入
道
し
て
幽
山
と

号
し
、
所
領
は
嫡
孫
政
情
に
譲
り
、
そ
の
内
千
石
は
一
一
孫
政
則
に
、
五
百
石

は
一
一
一
孫
政
明
に
分
与
し
た
。
そ
し
て
、
寛
文
元
年
一
一
月
二
十
七
日
満
七
十
六

（
調
）

才
の
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
政
重
の
生
涯
の
大
半
は
幕

府
内
に
あ
っ
て
、
そ
の
職
歴
が
示
す
如
く
全
て
監
察
職
に
携
わ
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
政
重
の
周
囲
の
事
情
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
家
光
の
信
頼
と
彼
の

才
幹
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
政
重
の
才
幹
の
一
端
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
彼
の

海
外
知
識
は
如
何
な
る
程
度
の
認
識
を
有
し
、
そ
れ
が
幕
府
の
対
外
政
策
と

如
何
に
関
連
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
ふ
た
い
。
そ
の
前
に
、
そ
れ
が

如
何
な
る
方
法
で
摂
取
さ
れ
た
か
、
そ
し
て
、
政
重
の
摂
取
活
動
と
知
識
の

内
容
、
そ
れ
に
、
彼
の
家
臣
や
長
崎
奉
行
等
と
の
連
絡
か
ら
推
察
さ
れ
る
幕

府
の
対
外
政
策
に
枢
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
処
か
ら
幕
府
海

外
情
報
機
関
を
想
定
し
て
論
究
し
て
ふ
た
い
。

二
海
外
知
識
の
摂
取
方
法

先
学
諸
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
幕
府
が
継
続
的
に
海
外
知
識
を
摂
取
す
る

に
有
し
た
主
な
方
法
は
、
欧
州
人
の
中
で
は
当
時
通
商
を
許
さ
れ
た
唯
一
の

蘭
人
か
ら
の
和
蘭
風
説
書
、
更
に
、
江
戸
参
府
を
機
会
に
幕
府
の
有
司
が
彼

等
か
ら
直
接
聴
取
す
る
方
法
、
長
崎
入
港
の
唐
商
船
の
提
出
す
る
唐
風
説
書

（
側
）

に
よ
る
方
法
の
三
通
り
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

●

そ
》
」
で
、
政
重
の
有
し
た
そ
の
方
法
を
考
え
て
ふ
る
と
、
寛
永
十
八
年
四

月
二
日
蘭
人
拝
礼
の
席
上
、
列
座
し
た
老
中
、
政
重
、
長
崎
奉
行
等
は
、
長

Hosei University Repository



崎
移
転
と
、
切
支
丹
の
外
洋
上
の
動
勢
を
察
知
し
、
万
一
に
備
え
る
た
め
通

報
を
怠
っ
て
、
後
日
発
覚
し
た
場
合
は
通
商
を
断
絶
す
る
と
い
う
威
嚇
の
下

（
虹
）

に
風
説
の
報
告
を
要
求
し
て
い
る
。
即
ち
、
政
重
は
和
蘭
風
説
書
提
出
を
要

求
し
た
一
人
で
あ
る
。
更
に
、
幕
府
は
慶
安
二
年
八
月
二
十
九
日
、
「
東
シ

ナ
海
上
で
ゴ
ァ
に
向
う
南
蛮
船
に
遭
遇
し
た
」
と
い
う
和
蘭
風
説
書
の
到
着

に
よ
り
、
同
船
に
よ
る
切
支
丹
の
日
本
潜
入
を
恐
れ
、
松
平
信
綱
と
政
重
は

西
国
諸
地
域
の
諸
侯
の
家
臣
を
召
集
し
、
沿
岸
警
備
の
厳
重
な
る
こ
と
を
命

（
蛇
）

じ
て
い
る
。
従
っ
て
、
政
重
は
宗
門
奉
行
の
職
務
上
、
和
蘭
風
説
書
か
ら
切

支
丹
の
動
勢
を
中
心
に
海
外
情
報
を
摂
取
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、

そ
れ
と
同
じ
目
的
を
持
つ
唐
風
説
書
か
ら
も
同
様
に
知
識
を
摂
取
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

次
に
、
一
六
五
一
年
一
月
六
日
政
重
は
在
府
中
の
蘭
人
医
師
と
会
い
、
自

ら
の
通
詞
を
介
し
て
蘭
人
医
師
の
前
任
地
と
そ
の
周
辺
で
の
葡
語
通
用
の
有

（
蝿
（

無
等
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。
更
に
、
翌
年
一
月
三
十
日
こ
の
通
詞
は
政
重

と
馬
場
利
重
の
た
め
に
本
年
持
参
し
た
薬
品
の
こ
と
を
聞
く
た
め
に
蘭
人
を

（
必
）

訪
ね
て
い
る
。
こ
の
通
詞
に
つ
い
て
村
上
直
次
郎
氏
は
、
鎖
国
後
の
切
支
丹

関
係
そ
の
他
で
、
異
国
人
取
調
べ
の
た
め
の
政
重
の
葡
語
通
詞
で
あ
ろ
う
と

し
、
又
、
一
六
五
八
年
の
蘭
文
書
に
も
「
筑
後
殿
の
通
訳
ギ
ン
エ
モ
と
の

（
妬
）

名
が
あ
る
こ
と
か
ら
同
一
人
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
又
「
阿
蘭
陀
通
詞
由
緒

書
」
志
筑
孫
兵
衛
の
条
に
よ
れ
ば
、
ブ
レ
ス
ヶ
ン
ス
号
事
件
の
訊
問
を
果
し

た
功
績
を
賞
讃
さ
れ
た
孫
兵
衛
は
、
褒
賞
並
び
に
江
戸
須
田
町
に
屋
敷
を
授

与
さ
れ
、
江
戸
語
通
詞
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
孫
兵
衛
は
政

重
に
「
芳
江
戸
通
詞
御
用
無
御
座
候
者
、
長
崎
通
詞
役
被
仰
付
被
下
候
者
、

妻
子
平
戸
よ
り
引
越
申
度
」
旨
嘆
願
し
た
処
、
こ
れ
を
許
さ
れ
長
崎
奉
行
宛

井
上
筑
後
守
政
重
の
海
外
知
識
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）

（
蛤
）

の
書
状
を
認
め
て
も
ら
い
長
崎
語
通
詞
に
再
赴
任
し
た
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
政
重
は
葡
語
通
詞
を
側
近
に
置
く
だ
け
で
な
く
、
和
蘭
通
詞
支
配
に
も

関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
葡
語
と
蘭
語
上
の
相
違
に
よ
り
、
言
葉
の
疏

通
は
可
な
り
困
難
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
閑
語
通
詞
を
側
近
に
置
い
た
こ
と

や
、
和
蘭
通
詞
支
配
に
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
政
重
の
海
外

知
識
摂
取
を
容
易
に
し
て
い
た
一
因
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
オ
ス
カ
ー
・
ナ
ホ
ッ
ド
氏
の
説
に
よ
れ
ば
，
一
切
の
異
国
人

事
務
は
絶
対
に
長
崎
奉
行
を
通
じ
て
幕
府
に
上
奏
さ
れ
る
手
筈
に
な
っ
て
い

（
灯
）

た
と
あ
る
が
、
一
六
四
三
年
一
一
一
月
三
十
一
日
の
商
館
長
オ
ー
フ
ェ
ル
ト
フ
ー

テ
ル
の
商
船
碇
泊
期
間
の
延
長
、
生
糸
の
．
〈
ソ
カ
ド
決
定
前
に
他
商
品
を
販

売
す
る
許
可
に
関
す
る
長
崎
奉
行
へ
の
請
願
に
対
し
、
長
崎
奉
行
は
そ
れ
を

（
大
目
付
井
上
筑
後
守
政
重
）

（
老
中
）

妥
当
と
考
え
、
「
大
［
日
付
筑
後
殿
と
相
談
の
上
、
顧
問
官
た
ち
に
提
案
し
よ

（
蛆
）

う
。
」
と
い
う
返
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。
又
、
一
六
四
六
年
二
月
十
六
日
商

館
長
ツ
ム
か
ら
政
重
へ
の
銅
輸
出
許
可
、
出
島
居
住
者
の
自
由
緩
和
と
主
要

館
員
の
長
崎
在
住
商
人
と
の
交
際
、
商
談
の
許
可
、
生
糸
以
外
の
商
品
の
。
〈

（
長
崎
奉
行
馬
場
一
一
一
郎
左
衛
門
利
重
）

ソ
カ
ド
決
定
前
の
販
売
許
可
に
関
す
る
請
願
に
は
、
「
三
郎
左
衛
門
殿
か

ら
、
ま
だ
執
務
上
の
報
告
書
が
出
さ
れ
ぬ
の
で
、
そ
れ
が
出
た
上
で
考
慮
し

（
⑲
）

よ
う
。
」
と
返
答
し
て
い
る
。
更
に
、
明
の
都
督
鄭
芝
竜
が
平
戸
に
残
し
て

置
い
た
妻
子
の
送
還
を
依
頼
し
た
時
は
、
「
長
崎
奉
行
よ
り
井
上
筑
後
守
を

以
て
言
上
し
け
れ
ば
、
御
許
容
あ
り
て
、
妻
子
福
州
へ
週
さ
る
。
」
と
い
う

（
印
）

『
華
夷
変
態
』
の
記
事
も
あ
る
。
以
上
の
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
蘭
人
の
上

奏
は
長
崎
奉
行
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
直
接
政
重
に
も
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
政
重
と
長
崎
奉
行
の
相
談
の
上
で
上
奏
が
決
定
さ
れ
る
場
合
、
長
崎

奉
行
の
報
告
に
基
づ
く
政
重
の
審
査
の
結
果
に
よ
る
場
合
、
ナ
ホ
ッ
ド
氏
の

一
二
七
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指
摘
に
よ
る
場
合
な
ど
、
左
図
の
如
き
上
奏
経
路
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
政
重
が
上
奏
経
路
上
極
め
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
推

知
さ
れ
る
。

さ
て
、
一
六
四
二
年
一
月
十
六
日
政
重
の
使
は
、
拝
礼
の
た
め
江
戸
に
到

着
し
た
商
館
長
ニ
ル
セ
ラ
ッ
ク
に
、
「
そ
れ
ま
で
に
何
か
用
が
あ
れ
ば
、
何

（
皿
）

時
で
も
彼
の
邸
に
来
る
よ
う
に
」
と
、
更
に
、
一
六
五
三
年
一
一
月
一
一
一
日
拝
礼

遅
延
に
よ
り
江
戸
逗
留
が
長
引
い
て
い
る
商
館
長
コ
イ
エ
ッ
ト
に
は
、
「
閉

（
井
上
政
重
）

じ
篭
っ
て
ば
か
り
で
は
不
快
で
あ
ろ
う
か
ら
、
他
所
は
許
さ
れ
ぬ
ゆ
え
、
彼

（
砲
）

の
邸
に
来
る
よ
う
に
」
と
伝
え
て
い
る
。
蘭
人
の
在
府
中
の
外
出
に
つ
い
て

註
仙
オ
ス
カ
ー
・
ナ
ホ
ッ
ド
氏
の
指
摘
に
よ
る
場
合

②
長
崎
奉
行
と
井
上
政
重
の
相
談
に
よ
る
場
合
（
鄭
芝
竜
の
上
奏
に

つ
い
て
も
一
応
相
談
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
る
）

③
井
上
政
重
に
直
接
な
さ
れ
る
場
合

、 法
政
史
学
第
二
十
一
号

湖.翻匝）（鋤

一
二
八

板
沢
武
雄
、
斎
藤
阿
具
の
両
氏
は
、
蘭
人
と
そ
の
同
行
者
は
同
所
に
泊
し
、
拝

礼
前
は
外
出
禁
止
、
同
行
吏
員
の
帰
宅
さ
え
え
不
許
可
で
あ
っ
た
と
説
明
さ

（
閲
）

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
政
重
は
宗
門
奉
行
と
し
て
長
崎
奉
行
と
共
に
拝
礼
に

（
弘
）

関
す
る
一
切
の
事
務
を
掌
る
と
い
う
監
督
的
立
場
か
ら
、
拝
礼
前
で
あ
っ
て

も
彼
等
の
慰
労
の
た
め
、
又
彼
自
身
の
知
識
吸
収
の
た
め
し
ば
し
ば
自
邸
に

招
い
て
い
る
こ
と
は
『
商
館
日
記
』
に
散
見
す
る
処
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
井
上
邸
は
蘭
人
が
比
較
的
自
由
に
訪
問
を
許
さ
れ
た
唯
一
の
個
所
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

更
に
、
政
重
の
対
蘭
人
交
渉
の
態
度
に
つ
い
て
ふ
る
と
、
正
保
四
年
の
葡

使
節
渡
来
に
関
す
る
蘭
側
の
援
助
問
題
に
つ
い
て
、
商
館
長
コ
イ
エ
ッ
ト
の

た
め
政
重
が
尽
力
し
た
こ
と
に
関
し
、
一
六
五
○
年
一
月
十
三
日
商
館
長
プ

ロ
ラ
ク
ホ
ル
ス
ト
と
通
詞
助
左
衛
門
の
談
話
中
に
、
政
重
は
将
軍
の
怒
り
に

触
れ
「
汝
は
蘭
人
の
弁
護
を
す
る
か
」
と
叱
責
さ
れ
、
七
十
日
間
の
出
仕
停

（
琉
）

止
処
分
を
受
け
た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
政
重
が
親
閲
的
な
人
物
で
あ
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
と
共
に
、
政
重
の
情
報
が
如
何
に
級
密
で
あ
っ
て
も
、

そ
れ
に
は
将
軍
の
幕
政
の
方
針
と
相
反
し
な
い
と
い
う
制
約
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

政
重
と
蘭
人
と
の
交
渉
は
、
洋
酒
や
乳
製
品
を
好
む
西
洋
カ
プ
レ
の
単
な

る
西
洋
文
化
へ
の
興
味
、
即
ち
物
的
好
奇
心
や
、
海
外
知
識
か
ら
く
る
知
的

好
奇
心
を
媒
介
と
し
た
需
要
者
と
供
給
者
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
幕
府
対
外

政
策
の
参
画
者
と
蘭
人
と
の
通
商
貿
易
上
の
利
害
関
係
を
根
底
に
な
さ
れ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
に
か
く
、
政
重
に
と
っ
て
蘭
人
と
の
交
渉
は
海

外
知
識
摂
取
の
好
機
会
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

次
に
、
前
項
で
述
べ
た
如
く
、
五
回
に
亘
る
長
崎
出
張
時
の
活
動
は
、
幕
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命
通
達
は
勿
論
、
異
国
人
関
係
の
事
務
、
長
崎
地
内
の
情
勢
把
握
、
海
外
情

報
の
聴
取
等
に
重
点
が
置
か
れ
て
お
り
、
当
然
、
政
重
は
そ
の
途
上
蘭
人
だ

け
で
な
く
、
長
崎
奉
行
、
通
詞
、
長
崎
地
役
人
等
と
の
交
渉
に
よ
り
海
外
知

識
の
摂
取
が
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
更
に
、
一
六
四
二
年
十
一

月
九
日
長
崎
奉
行
支
配
下
の
通
詞
が
そ
の
命
で
商
館
長
オ
ー
フ
ェ
ル
ト
ワ
ー

テ
ル
に
尋
ね
た
の
は
、
長
崎
奉
行
が
台
湾
の
キ
ー
ル
ン
占
領
の
報
を
政
重
に

（
記
）

書
送
っ
た
時
、
彼
か
ら
の
返
翰
の
内
容
で
あ
る
こ
と
、
翌
年
十
月
十
六
日
同

じ
く
長
崎
奉
行
の
命
で
通
詞
が
商
館
長
エ
ル
セ
ラ
ヅ
ク
と
再
度
葡
国
と
戦
争

す
る
に
至
っ
た
理
由
を
尋
ね
た
時
、
明
日
使
者
を
江
戸
に
遣
わ
し
て
政
重
に

（
訂
）

報
告
す
る
旨
付
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
重
の
処
へ
は
絶
え
ず
最
新
の
海

外
情
報
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
又
、
政
重
の
家
老
以
下
家

臣
等
は
江
戸
に
お
い
て
蘭
人
の
参
府
を
機
会
に
、
彼
等
か
ら
海
外
情
報
を
は

（
犯
）

じ
め
、
天
文
、
幾
何
、
数
学
な
ど
様
々
な
海
外
知
識
を
摂
取
す
る
だ
け
で
な

く
、
家
老
岡
島
右
馬
丞
（
後
に
井
上
玄
蕃
）
に
至
っ
て
は
、
政
重
の
代
行
と

し
て
長
崎
に
赴
き
、
切
支
丹
関
係
の
事
務
や
海
外
情
報
の
摂
取
活
動
を
行
な

（
弱
）

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
当
然
政
重
に
報
と
ロ
き
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ

ま
り
政
重
を
中
心
と
し
た
彼
の
家
臣
や
長
崎
奉
行
、
通
詞
等
と
連
絡
を
も
ち

絶
え
ず
海
外
の
動
勢
を
察
知
す
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
が
判
る
。

以
上
述
べ
た
外
に
、
政
重
は
宗
門
奉
行
と
し
て
切
支
丹
穿
鑿
に
精
勤
し
て

い
る
。
寛
永
二
十
年
政
重
が
筑
前
で
捕
縛
さ
れ
た
潜
入
宣
教
師
を
穿
鑿
し
た

時
、
そ
の
中
に
天
文
学
に
詳
し
い
者
が
お
り
、
彼
に
天
女
書
を
差
出
し
た
。

彼
は
そ
れ
を
沢
野
忠
庵
に
命
じ
て
翻
訳
さ
せ
た
。
こ
れ
が
後
に
向
井
元
升
の

（
印
）

手
を
経
て
完
成
し
た
「
乾
坤
弁
説
」
で
あ
る
。
又
、
政
重
が
転
一
示
し
た
伴
天

連
、
同
宿
等
を
切
支
丹
屋
敷
に
置
き
、
給
与
を
与
え
て
切
支
丹
教
義
や
海
外

井
上
筑
後
守
政
重
の
海
外
知
識
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）

の
動
勢
を
察
す
る
た
め
の
重
宝
な
助
手
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
「
契
利
斯
督

記
」
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
に
と
っ
て
信
者
の
転
宗
、
不
転
宗

に
拘
ら
ず
、
穿
鑿
自
体
が
知
識
摂
取
の
好
機
会
で
あ
り
、
更
に
”
家
康
の
命

（
皿
）

で
度
を
呂
宋
の
国
情
探
索
の
た
め
に
渡
航
し
た
西
類
孑
や
、
秀
忠
の
命
で
西（館
）

洋
に
渡
り
切
支
丹
教
義
や
穿
鑿
法
を
調
査
し
た
揖
斐
半
右
衛
門
等
の
報
告
も

そ
の
好
材
料
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
政
重
が
長
年
マ
ー
ー
ラ
に
居
住

（
閲
）

し
た
い
た
日
本
人
を
情
報
顧
問
と
し
て
て
い
た
こ
と
は
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。尚
、
特
殊
で
は
あ
る
が
、
政
重
は
プ
レ
ス
ヶ
ン
ス
号
事
件
の
訊
問
の
席

上
、
船
長
ス
ハ
ー
プ
等
か
ら
海
戦
の
方
法
、
海
外
各
地
の
情
報
、
地
理
等
の

（
“
）

知
識
を
聴
取
し
て
い
る
な
ど
、
政
重
の
海
外
知
識
摂
取
に
対
す
る
熱
意
と
積

極
性
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
政
重
の
海
外
知
識
の
摂
取
方
法
に
つ
い
て
延
べ
た
が
、
そ
の
内
容
は

極
め
て
多
岐
に
亙
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
摂
取
さ
れ
た
知
識
は
何
如
な
る
面
で
活
用

さ
れ
た
か
、
又
そ
の
認
識
は
何
如
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
次
に
述

べ
て
ふ
た
い
。三
海
外
知
識
に
つ
い
て

先
づ
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
関
す
る
政
重
の
海
外
情
報
に
つ
い
て
ふ
る

と
、

（
筋
）

一
六
四
一
年
八
月
十
四
日
以
来
蘭
人
の
長
崎
移
転
事
務
の
た
め
長
崎
に
一
逗

留
中
の
政
重
は
、
十
月
二
十
四
日
有
馬
領
主
高
力
忠
房
並
び
に
長
崎
奉
行
等

と
共
に
平
戸
へ
赴
き
、
商
館
長
ル
メ
ー
ル
に
蘭
人
の
キ
ー
ル
ン
攻
撃
に
関
し

一
二
九
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法
政
史
学
第
二
十
一
号

地
図
を
示
す
こ
と
を
求
め
、
そ
の
理
由
、
西
人
の
城
砦
の
様
子
な
ど
中
に
は

ル
メ
ー
ル
の
知
ら
ぬ
こ
と
ま
で
詳
細
に
訊
由
し
、
そ
の
結
果
政
重
は
日
本
の

隣
人
と
し
て
は
西
人
よ
り
蘭
人
を
好
む
と
い
う
理
由
か
ら
、
「
今
年
失
敗
し

（
船
）

て
も
明
年
再
び
攻
め
、
占
領
す
る
ま
で
継
続
せ
よ
」
と
命
じ
て
い
る
。
翌
年

十
一
月
九
日
長
崎
奉
行
か
ら
キ
ー
ル
ン
占
領
の
報
告
を
受
け
た
政
重
は
返
書

を
認
め
、
そ
の
意
図
、
西
人
の
城
砦
の
取
扱
い
、
蘭
人
の
同
地
で
の
貿
易
の

利
益
、
駐
留
の
理
由
な
ど
長
崎
奉
行
を
通
じ
て
尋
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
つ
ぎ

商
館
長
オ
ー
フ
ェ
ル
ト
ワ
ー
テ
ル
は
、
西
人
或
は
他
国
人
の
再
占
拠
防
止
と

（
町
）

貿
易
上
の
理
由
か
ら
同
地
に
駐
留
す
る
旨
の
糸
返
答
し
て
い
る
。
政
重
が
台

湾
の
情
勢
の
変
化
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

次
に
、
一
六
四
三
年
十
二
月
一
一
一
日
在
府
中
の
商
館
長
エ
ル
セ
ラ
ヅ
ク
は
、

プ
レ
ス
ヶ
ン
ス
号
事
件
に
関
す
る
訊
問
を
受
け
る
た
め
井
上
邸
を
訪
ね
た
。

こ
の
時
牧
野
親
成
、
馬
場
利
重
の
出
座
を
待
つ
問
、
政
重
が
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク

と
交
わ
し
た
マ
ニ
ラ
の
情
勢
は
次
に
示
す
如
く
で
あ
る
。

（
大
目
付
井
上
筑
後
守
政
重
）

大
目
付
は
マ
ニ
ラ
の
地
図
二
枚
を
示
し
、
イ
ス
。
ハ
ニ
ァ
の
諸
塗
塁
の
位
置

と
構
造
、
港
の
入
口
、
諸
船
碇
泊
の
水
深
、
主
城
の
位
置
な
ど
を
話
し

た
。
ま
た
、
城
に
は
大
砲
三
百
門
の
外
に
、
モ
ス
ヶ
ッ
ト
銃
と
短
銃
三
千

挺
が
あ
る
が
、
火
薬
や
ス
ヘ
ル
プ
弾
は
少
な
い
と
言
い
、
同
地
に
は
イ
ス

・
ハ
ニ
ア
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
及
び
混
血
児
が
女
子
と
合
せ
て
三
千
人
い
る

が
、
兵
士
或
は
戦
闘
力
の
あ
る
者
は
八
百
人
を
越
え
ず
、
う
ち
百
五
十
名

は
士
官
で
あ
る
。
彼
等
は
概
ね
城
内
に
居
住
し
て
い
る
が
、
城
は
高
さ
十

二
ブ
ー
ト
の
厚
い
城
壁
で
囲
ま
れ
、
数
個
の
大
河
が
流
れ
込
ん
で
、
食
料

そ
の
他
必
要
品
輸
送
の
便
が
あ
り
、
兵
が
多
数
で
な
け
れ
ば
攻
囲
し
窮
迫

さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
同
地
に
は
ま
た
イ
ス
。
〈
一
一
ァ
人
の
支
配
下

二
一
○

に
支
那
人
七
千
人
以
上
が
居
住
し
て
い
る
。
若
し
弾
薬
の
欠
乏
で
も
な
い

限
り
、
こ
の
国
民
も
征
服
す
る
に
は
多
く
の
努
力
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
と

言
い
、
ま
た
三
、
四
年
前
オ
ラ
ン
ダ
船
一
隻
が
同
地
で
水
を
得
た
こ
と
も

知
っ
て
い
る
か
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
時
に
同
行
し
た
司
令
官
マ
テ

イ
ァ
ス
・
ク
ワ
ス
ト
か
ら
聞
い
た
と
答
え
、
こ
の
地
図
の
よ
う
に
正
確
な

も
の
は
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
写
し
を
パ
タ
ピ
ア
の
総
督
に
送

る
許
可
を
願
い
、
こ
れ
で
イ
ス
。
〈
一
一
ア
人
に
勝
つ
こ
と
が
で
き
る
と
思
う

と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
承
諾
さ
れ
た
上
、
多
年
マ
ニ
ラ
に
住
ん
で
い
た
者
を

一
人
宿
に
遣
わ
す
故
、
彼
か
ら
そ
の
地
方
の
事
情
を
聴
取
す
る
よ
う
勧
め

（
館
）

ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
当
時
東
南
ア
ジ
ア
方
面
で
西
人
と
勢
力
抗
争
を
繰
返

す
蘭
人
を
し
て
「
こ
の
地
図
の
よ
う
に
正
確
な
も
の
は
こ
れ
ま
で
得
ら
れ
な

か
っ
た
」
と
驚
嘆
さ
せ
る
程
精
密
な
地
図
を
所
有
し
、
然
も
詳
細
な
軍
事
施

設
、
兵
器
の
種
類
や
所
有
量
、
地
形
住
民
の
種
類
と
加
え
三
、
四
年
前
の
事

件
な
ど
最
新
の
情
報
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
政
重
の
マ
ー
ー
ラ
に
対
す
る
認
識

と
配
慮
は
極
め
て
正
確
細
心
に
亘
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

（
ぬ
）

は
同
年
に
長
年
居
住
し
た
日
本
人
を
情
報
顧
問
と
し
て
聴
取
し
て
い
た
こ
と

は
重
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

以
上
述
べ
た
日
本
側
か
ら
蘭
人
へ
の
情
報
提
供
や
キ
ー
ル
ン
占
領
の
示
唆

は
、
一
六
四
七
年
一
月
八
日
牧
野
親
成
が
蘭
船
の
マ
ニ
ラ
攻
撃
の
状
況
を
商

（
、
）

館
長
フ
ェ
ル
ス
テ
ー
ヘ
ン
に
尋
ね
た
こ
と
や
、
同
年
八
月
六
日
通
詞
達
が
同

人
に
「
日
本
皇
帝
の
た
め
に
葡
人
と
戦
う
か
」
と
尋
ね
、
「
我
ら
は
日
本
人

の
友
で
あ
る
が
、
奉
行
か
ら
要
求
さ
れ
る
ま
で
回
答
で
き
ぬ
」
と
返
答
を
得

（
刀
）

て
い
る
こ
と
、
又
同
年
十
一
一
月
二
十
五
日
政
童
自
身
蘭
船
の
マ
ニ
ラ
攻
撃
に
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（
西
）

関
し
て
情
報
を
聴
取
し
て
い
る
こ
と
。
更
に
、
鎖
国
前
後
を
通
じ
継
続
的
に

な
さ
れ
る
切
支
丹
潜
入
に
対
し
、
章
湧
肘
で
は
前
述
の
政
重
等
の
マ
ー
ー
ラ
の
情

勢
な
ど
に
関
す
る
級
密
な
情
報
収
集
活
動
を
背
景
に
そ
の
根
拠
地
破
壊
と
制

（
ね
）

圧
を
目
的
と
し
た
呂
宋
遠
征
を
企
画
し
た
が
、
実
現
し
得
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
考
慮
す
る
と
、
章
迺
肘
は
切
支
丹
対
策
の
一
環
と
し
て
日
本
近
隣
の
切
支
丹

の
拠
点
攻
撃
を
蘭
人
に
代
行
さ
せ
よ
う
と
し
た
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
政
重

の
海
外
情
報
は
か
く
の
如
き
面
で
も
活
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

又
、
一
六
四
五
年
二
月
三
日
井
上
邸
を
訪
れ
た
商
館
長
オ
ー
フ
ェ
ル
ト
ワ

ー
テ
ル
は
、
政
重
に
は
病
中
で
会
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
家
老
岡
島
右
馬
丞

に
会
い
英
船
渡
来
の
風
説
を
報
告
し
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
岡
島
は
彼
に
こ
れ

を
妨
害
す
る
意
志
は
な
い
か
と
尋
ね
た
処
、
上
司
が
あ
る
故
思
う
ま
ま
に
な

（
脚
）

ら
ぬ
と
い
う
返
答
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
同
年
三
月
四
日
政
重
は
同
人

に
英
船
渡
来
の
際
我
が
国
官
憲
が
こ
れ
を
襲
撃
し
乗
組
員
を
殺
し
た
場
合
の

英
人
の
復
讐
を
想
定
し
て
質
問
し
、

兵
力
が
弱
少
ゆ
え
心
配
す
る
こ
と
ば
な
い
。
イ
ン
ド
全
土
に
居
る
イ
ギ
リ

ス
人
は
貿
易
や
巡
航
の
た
め
の
八
、
九
隻
か
、
多
く
て
も
十
隻
の
船
と
乗

組
員
の
外
に
は
各
貿
易
地
に
配
置
し
、
そ
こ
に
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
百
人

に
過
ぎ
ぬ
。

と
返
答
を
得
、
次
い
で
英
葡
連
合
に
よ
る
対
日
政
策
の
危
険
性
に
つ
い
て
尋

ね
、ポ
ル
ト
ガ
ル
の
兵
力
は
年
灸
減
少
し
、
今
は
．
コ
ア
、
セ
イ
ロ
ン
付
近
で
我

等
と
戦
う
の
が
手
一
杯
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
。
〈
で
の
戦
争
の
た
め
ポ
ル
ト

ガ
ル
国
王
は
イ
ン
ド
方
面
に
援
兵
を
出
す
こ
と
は
で
き
ぬ
、
イ
ギ
リ
ニ
も

（
市
）

戦
争
に
は
兵
力
全
く
不
足
で
、
両
者
の
連
合
も
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
。

井
上
筑
後
守
政
重
の
海
外
知
識
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
政
重
は
英
国
の
極
東
に
お
け
る
軍
備
状
況
、
英
葡

連
合
に
よ
る
軍
備
の
拡
大
に
伴
う
脅
威
か
ら
、
欧
州
列
強
の
対
日
軍
事
的
侵

，
略
に
対
し
て
も
危
棋
の
念
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
更
に
続
け
ら

れ
た
会
話
を
記
す
と
、

（
井
上
政
重
）

大
目
付
は
更
に
、
我
が
総
督
が
イ
ギ
リ
ス
の
対
日
貿
易
計
画
を
聞
け
ば
イ

ギ
リ
ス
船
を
捕
え
、
そ
の
計
画
を
止
め
さ
せ
る
た
め
数
隻
の
船
を
派
遣
す

る
こ
と
は
な
い
か
と
問
う
た
の
で
、
な
い
と
答
え
た
処
、
若
し
そ
れ
を
行

（
井
上
政
璽
）

な
え
ば
日
本
皇
帝
は
非
常
に
喜
ば
れ
る
で
あ
ろ
う
と
言
っ
た
。
閣
下
は
ま

た
、
日
本
皇
帝
が
蘭
、
英
の
戦
う
こ
と
を
望
む
旨
を
カ
ピ
タ
ン
か
ら
総
督

に
通
知
す
れ
ば
、
彼
は
こ
れ
を
な
す
で
あ
ろ
う
か
と
問
う
た
の
で
、
否
、

（
将
軍
）

総
督
は
奉
行
と
陛
下
の
関
係
の
如
く
、
上
司
と
代
官
に
過
ぎ
ず
、
理
由
も

な
く
オ
ラ
ン
ダ
の
古
い
同
盟
者
と
戦
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
答
え

た
。
大
目
付
は
こ
の
こ
と
は
陛
下
が
望
ま
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
と
言
っ
た

（
市
）

が
、
子
は
何
も
言
わ
ず
唯
頭
を
下
げ
る
だ
け
に
し
た
。

と
あ
る
。
幕
府
で
は
前
述
の
切
支
丹
対
策
の
一
環
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し

た
こ
と
と
同
様
に
、
英
国
の
対
日
貿
易
計
画
阻
止
に
も
蘭
人
を
し
て
そ
の
防

波
堤
の
役
割
を
果
さ
せ
ん
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
と
共
に
、
そ

こ
に
は
政
重
の
献
策
が
あ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
更
に
、
話
題
が
欧
州

の
国
際
関
係
や
蘭
国
の
政
治
体
制
に
及
ん
で
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

同
月
五
日
政
重
は
イ
ン
ド
の
地
図
を
携
え
た
家
臣
を
蘭
人
の
宿
に
遣
わ
し

て
商
館
長
オ
ー
フ
ェ
ル
ト
ワ
ー
テ
ル
に
尋
ね
た
こ
と
は
、
パ
タ
ピ
ア
に
つ
い

て
は
領
域
、
耕
作
者
、
人
口
、
又
、
ジ
ャ
パ
の
統
治
者
、
敵
味
方
の
状
況
、

マ
タ
ラ
ム
が
パ
タ
ピ
ア
攻
囲
の
時
の
兵
力
、
そ
の
回
数
、
以
前
の
支
配
者
の

一一一一一
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こ
と
や
、
更
に
、
セ
イ
ロ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
、
モ
ロ
ッ
カ
諸
島
に
関
す
る
同
様

の
内
容
、
ボ
ル
ネ
オ
、
セ
レ
ペ
ス
、
パ
リ
と
の
通
商
の
有
無
等
で
あ
り
、
そ

（
丙
）

れ
は
詳
細
に
書
留
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
政
重
は
地
図
を
利
用
し
て
単
に

東
南
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
政
治
的
変
動
だ
け
で
な
く
通
商
関
係
に
つ
い
て
も
注

意
を
は
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

以
上
述
べ
た
こ
と
を
要
約
す
る
と
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
関
す
る
政
重
の

知
識
は
、
欧
州
列
強
の
出
先
機
関
と
そ
れ
と
連
絡
あ
る
切
支
丹
の
動
勢
か
ら

対
日
軍
事
的
、
思
想
的
侵
略
防
止
、
或
は
蟇
肘
の
海
外
出
征
計
画
の
背
景
と

な
る
べ
き
点
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一
六
四
三
年
一
月
九
日
通
詞
か
ら
蘭
葡
十
年
休
戦
条
約
に
関
し
、
幕
府
の

（
ね
）

（
ね
）

嫌
疑
を
受
け
た
こ
と
知
ら
さ
れ
た
蘭
人
は
、
通
詞
の
進
言
に
よ
り
、
早
速
同

月
十
五
日
政
重
に
対
し
、
葡
国
は
王
の
死
後
西
国
に
併
合
さ
れ
た
が
重
税
に

苦
し
ん
で
独
立
戦
争
を
起
し
、
蘭
仏
両
国
に
援
助
を
求
め
た
の
で
、
蘭
国
は

葡
国
と
の
連
合
に
よ
る
西
国
の
戦
力
低
下
を
謀
る
た
め
条
約
を
締
結
し
た
旨

（
帥
）

説
明
し
た
。
こ
れ
に
関
し
政
重
は
老
中
に
報
告
し
た
が
、
そ
の
結
果
一
応
オ

ー
フ
ェ
ル
ト
ワ
ー
テ
ル
は
パ
タ
ピ
ァ
か
ら
で
な
く
、
台
湾
か
ら
赴
任
し
た
事

（
皿
）

を
理
由
に
明
年
度
の
報
告
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
年
七
月
二

十
一
日
再
度
赴
任
し
た
商
館
長
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
は
、
プ
号
事
件
の
た
め
参
府

期
日
が
繰
上
げ
ら
れ
十
二
月
一
日
江
戸
に
到
着
し
、
同
月
十
四
日
牧
野
親
成

か
ら
蘭
葡
十
年
休
戦
条
約
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
ら
れ
、
前
述
の
オ
ー
フ
ェ

ル
ト
ワ
ー
テ
ル
の
報
告
以
上
に
詳
述
し
、
次
い
で
尋
ね
ら
れ
た
蘭
葡
再
開
戦

の
事
情
に
つ
い
て
は
、
葡
国
王
鏑
援
軍
虐
殺
印
度
で
の
葡
人
の
背
信
行

為
に
よ
る
も
の
で
あ
る
旨
返
答
し
た
。
後
者
は
十
一
月
中
に
政
重
が
入
手
し

た
と
思
わ
札
騨
報
念
告
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
．
以
上
蘭
葡
十
年
休
戦
条

法
政
史
学
第
二
十
一
号

一一一一一一

約
に
関
す
る
一
件
は
、
新
旧
両
商
館
長
の
説
明
が
同
様
の
主
旨
で
あ
る
こ

と
、
蘭
葡
再
開
戦
の
実
情
の
明
確
化
に
よ
り
、
幕
府
で
は
蘭
人
に
切
支
丹
渡

来
と
両
葡
両
国
人
の
陰
謀
報
告
即
ち
和
讃
説
書
提
出
の
義
務
を
再
確
認
さ

せ
る
こ
と
で
解
決
を
糸
た
よ
う
で
あ
る
が
、
か
く
の
如
き
解
決
を
ふ
た
の

は
、
幕
府
当
局
が
政
重
の
情
報
を
根
底
に
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
に
訊
問
し
た
結
果

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
六
四
五
年
二
月
六
日
政
重
が
蘭
小
艇
に
関
し
オ
ー
フ
ェ
ル
ト
ワ
ー
テ
ル

に
質
問
し
た
時
、
オ
ー
フ
ェ
ル
ト
ワ
ー
テ
ル
は
蘭
公
爵
ウ
イ
ル
レ
ム
と
英
王

女
メ
リ
ー
の
結
婚
に
よ
る
英
蘭
関
係
が
、
英
葡
の
同
盟
成
立
と
関
連
し
て
さ

ら
に
蘭
葡
の
同
盟
に
ま
で
発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
に
対
し
、

公
爵
は
他
国
の
王
と
異
り
、
権
限
に
制
限
が
あ
り
、
我
が
国
七
州
の
内
、

各
州
は
最
も
優
れ
た
貴
族
に
治
め
ら
れ
、
ま
た
各
州
で
選
ば
れ
た
少
数
の

人
が
集
っ
て
最
高
権
力
を
有
す
る
も
の
と
な
る
。
公
爵
は
貴
族
中
最
も
勢

力
が
あ
り
、
尊
敬
さ
れ
て
国
の
頭
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
戦
争
、
他

国
と
の
条
約
等
の
主
要
件
は
少
数
の
選
出
貴
族
が
処
理
す
る
故
、
こ
の
よ

う
な
新
し
い
親
族
関
係
が
日
本
に
関
係
を
及
ぼ
す
心
配
は
な
い
と
述
べ
、

ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ベ
ニ
ス
等
の
例
を
述
べ
て
特
別
の

も
の
で
な
い
。

（
妬
）

と
報
告
し
た
。
話
題
が
蘭
国
の
政
体
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ
と
は
注
目
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
六
四
七
年
一
月
六
日
政
重
は
蘭
葡
国
交
の
状
態
、
蘭
葡
国
以
外
で
西
国

と
抗
戦
状
態
に
あ
る
国
等
に
つ
い
て
質
問
し
、
欧
州
で
は
平
和
で
あ
る
が
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
再
び
戦
闘
状
態
に
突
入
し
た
事
実
や
、
蘭
葡
両
国
間
で
は
交

通
が
自
由
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
更
に
、
仏
端
両
国
が
英
国
の
同
盟
国
の
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（
師
）

独
国
と
抗
戦
中
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
返
答
を
得
た
。
次
い
で
同
月
二
十
日
政（Ⅳ
）

重
は
同
人
に
欧
州
諸
国
君
主
間
の
婚
姻
関
係
に
関
す
る
記
録
提
出
を
求
め
、

同
月
二
十
二
日
各
国
の
接
近
し
て
い
る
図
と
共
に
、

英
国
壬
の
長
女
（
メ
ー
リ
ー
）
と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
プ
リ
ン
ス
の
長
男
（
ウ

イ
ル
レ
ム
）
と
。
英
国
王
（
チ
ャ
ー
ル
ス
一
世
）
と
仏
国
王
（
ル
イ
十
三

世
）
と
西
国
王
（
フ
ェ
リ
ペ
四
世
）
の
姉
妹
（
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
・
マ
リ
ー
）

と
。
西
国
王
（
フ
ェ
リ
ペ
四
世
）
と
、
仏
国
王
（
ル
イ
十
三
世
）
の
姉
妹

（
イ
サ
ベ
ル
）
と
。

（
閉
）

と
記
さ
れ
た
記
録
を
受
取
っ
た
。
政
重
は
前
述
の
如
く
英
葡
連
合
に
よ
る
対

日
政
策
を
仮
定
し
て
危
倶
の
念
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
欧
州

列
強
の
国
際
関
係
を
察
知
し
、
そ
れ
が
各
国
の
東
南
ア
ジ
ア
出
先
機
関
に
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
よ
り
引
き
起
さ
れ
る
何
ら
か
の
対
日
政
策
を
懸
念
し
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
政
重
の
情
報
が
蘭
人
の
活
動
範
囲
を
通

し
て
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ
と
ま
で
知
り
得
た
よ
う
で
あ
る
。
尚
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
こ

と
に
関
し
、
後
年
政
重
が
蘭
人
と
酒
食
を
共
に
し
た
時
、
以
前
同
地
に
人
食

い
人
種
の
居
る
こ
と
や
蘭
葡
両
国
が
同
地
方
と
交
通
を
開
き
、
城
砦
を
有
す

（
閉
）

る
こ
と
を
聞
い
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
政
重
の
海
外
知
識
摂
取
は
幕

府
の
対
外
政
策
に
根
底
を
置
き
な
が
ら
も
、
自
ら
の
知
的
好
奇
心
も
相
俟
っ

て
、
そ
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
政
重
の
海
外
知
識
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
の
摂
取
に
使
用
さ
れ
た

地
図
に
関
し
て
付
言
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
六
四
三
年
十
二
月
一
一
一
日
政
重

と
ニ
ル
ラ
ッ
ク
が
マ
ニ
ラ
の
情
勢
を
話
し
た
時
に
地
図
が
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
や
、
一
六
四
五
年
二
月
五
日
政
重
が
イ
ン
ド
地
図
を
携
え
た
家
臣
を
蘭

人
の
宿
舎
に
遣
わ
し
て
情
報
を
聴
取
し
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
が
、

井
上
筑
後
守
政
重
の
海
外
知
識
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）

同
月
三
日
政
重
の
家
老
岡
島
が
英
蘭
王
室
の
関
係
、
印
度
地
方
で
の
英
蘭
の

衝
突
事
件
に
関
し
て
聴
取
し
た
時
も
、
屏
風
に
貼
付
し
た
印
度
地
図
と
世
界

（
卯
）

地
図
を
利
用
し
て
い
る
。
又
、
一
六
四
七
年
十
二
月
二
十
日
蘭
人
が
政
重
の

家
臣
に
天
文
、
幾
何
学
の
教
授
を
行
っ
た
時
、
「
十
七
州
の
地
図
に
オ
ラ
ン

（
虹
）

ダ
に
属
す
る
土
地
の
境
界
」
を
書
き
加
え
て
い
る
。
以
上
述
べ
た
如
く
、
政

重
等
の
情
報
収
集
活
動
に
は
、
地
図
が
利
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
が
、
井
上
邸
所
蔵
の
地
図
に
は
蘭
人
の
も
た
ら
す
最
新
の
世
界
地
理
情

報
が
蘭
人
自
身
の
手
で
書
加
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
地
図
に
よ
っ
て
最
新
の

世
界
情
勢
が
察
知
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
更
に
、
一
六

四
五
年
二
月
一
日
政
重
の
使
が
蘭
人
に
、
「
〈
タ
ピ
ア
か
ら
長
崎
ま
で
及
び

、
コ
ア
か
ら
マ
カ
オ
ま
で
の
航
海
は
何
日
で
あ
る
か
。
ま
た
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡

以
外
に
航
路
が
あ
る
か
。
」
等
に
つ
い
て
尋
ね
、
ス
ン
ダ
、
、
ハ
リ
両
海
峡
を
示

（
兜
）

さ
れ
、
三
通
路
の
状
況
に
関
す
る
返
答
を
得
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

前
記
の
地
図
が
実
用
的
な
航
海
図
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
共
に
、
政
重
等
が
蘭
人
の
世
界
各
地
に
お
け
る
活
動

と
、
そ
れ
と
伴
う
世
界
各
地
の
情
勢
を
理
解
す
べ
く
努
力
し
て
い
た
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。

（
閑
）

そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
鎖
国
前
の
屏
風
圧
立
と
い
う
特
徴
を
そ
の
ま
ま
踏
襲

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
の
一
枚
は
家
臣
が
携
帯
し
得
た
こ
と
か
ら
一
枚

（
拠
）

刷
り
の
図
を
折
り
た
た
ん
で
表
紙
を
付
け
た
折
図
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
数
は
「
マ
ー
ー
ラ
の
地
図
」
二
枚
、
屏
風
貼
付
の
「
世
界
・
印

度
図
」
で
二
枚
、
折
図
の
「
印
度
図
」
一
枚
と
、
前
述
の
蘭
人
が
提
出
し
た

欧
州
の
婚
姻
関
係
を
記
録
し
た
各
国
の
接
近
し
て
い
る
図
を
一
応
地
図
と
考

え
れ
ば
、
最
低
六
枚
の
地
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

一一一一一一一
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世
界
地
理
の
研
究
は
、
鎖
国
前
は
か
な
り
の
識
者
間
に
普
及
し
、
寛
永
十

四
年
八
月
に
は
家
光
自
ら
使
臣
を
長
崎
に
派
遣
し
て
世
界
図
を
模
写
さ
せ
た

こ
と
も
あ
っ
た
程
で
あ
る
が
、
鎖
国
の
断
行
に
伴
い
大
方
そ
の
進
歩
を
止
め

（
的
）

ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
欧
州
列
強
の
対
日
政
策
や
切
支
丹
の
日
本
潜
入
等

万
一
の
危
険
に
対
処
す
る
必
要
か
ら
、
或
は
幕
府
の
海
外
遠
征
計
画
に
基
づ

く
海
外
情
報
の
必
要
か
ら
、
鎖
国
後
も
極
一
部
に
あ
っ
て
は
最
新
の
世
界
地

理
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
尚
、
西
欧
の
語
学
に
通
じ
な
い

儒
者
等
の
間
に
も
禁
書
中
か
ら
探
し
求
め
密
か
に
研
究
は
進
め
ら
れ
て
い
た

（
卵
）

よ
う
で
あ
る
が
、
政
重
等
の
如
く
公
的
立
場
の
研
究
の
比
で
は
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

四
お
わ
り
に

寛
永
十
七
年
六
月
宗
門
奉
行
に
任
ぜ
ら
れ
た
政
重
は
、
幕
府
が
最
も
嫌
悪

す
る
切
支
丹
禁
圧
の
急
先
鋒
と
し
て
単
に
国
内
の
切
支
丹
信
徒
撲
滅
に
心
血

を
注
ぐ
だ
け
で
な
く
、
切
支
丹
教
師
の
日
本
潜
入
防
止
、
切
支
丹
国
の
軍
事

的
侵
略
、
蘭
国
と
切
支
丹
の
連
合
に
よ
る
万
一
の
危
険
に
対
処
す
る
た
め
、

（
ｗ
）

或
は
幕
府
の
海
外
遠
征
計
画
の
背
景
と
な
る
敵
状
認
識
な
ど
の
た
め
、
自
邸

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
地
図
を
利
用
し
て
、
葡
、
西
、
英
、
蘭
等
各
国
女
の
東

南
ア
ジ
ア
出
先
機
関
の
動
勢
や
そ
の
方
面
の
地
理
、
蘭
国
の
活
動
範
囲
を
中

心
と
し
た
当
時
の
欧
州
や
南
米
の
国
際
関
係
な
ど
を
重
点
的
に
、
そ
の
ほ
か

色
交
な
分
野
の
海
外
知
識
を
級
密
に
摂
取
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
そ
の
内
容
と
、
そ
の
摂
取
方
法
の
中
で
も
長
崎
奉
行
や
通
詞
等

と
の
連
絡
、
政
重
や
彼
の
家
臣
の
活
動
を
考
え
合
せ
る
と
ぎ
、
そ
れ
は
一
個

の
組
織
体
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
政
重
や
彼
の

一
三
四

家
臣
は
幕
政
の
中
枢
を
掌
る
老
中
の
耳
目
と
な
る
べ
き
江
戸
に
お
け
る
海
外

情
報
収
集
機
関
と
し
て
の
性
格
を
有
し
政
重
は
そ
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

鎖
国
に
よ
り
海
外
と
の
交
渉
を
閉
ざ
さ
れ
、
幕
府
内
部
に
あ
っ
て
対
外
政

策
は
秘
密
裡
に
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
海
外
事
情
を
知
る
和
蘭
、
唐
両
風
説

書
の
利
用
、
蘭
人
の
江
戸
参
府
を
機
会
に
そ
れ
を
聴
取
し
得
た
の
は
幕
府
要

人
が
主
体
に
過
ぎ
な
い
時
代
に
あ
っ
て
、
政
重
を
し
て
当
時
の
海
外
通
の
第

一
人
者
と
称
し
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。

附
記
、
政
重
の
海
外
知
識
は
、
本
論
で
述
べ
た
海
外
情
報
、
世
界
地
理
以
外

に
、
兵
学
、
医
学
、
生
物
学
、
化
学
等
に
亘
っ
て
い
る
が
、
何
れ
他

に
機
会
を
得
て
発
表
し
た
い
。

註

（
１
）
幸
田
成
友
『
日
欧
通
交
史
』
同
『
日
本
大
玉
国
志
』
（
東
洋
文
庫
版
）

参
照

（
２
）
柿
崎
正
治
『
切
支
丹
宗
門
の
迫
害
と
潜
伏
』
、
『
切
支
丹
伝
道
の
興

廃
』
等
参
照

（
３
）
遠
藤
周
作
・
三
浦
朱
門
『
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
の
知
識
人
』
所
収
「
井

上
筑
後
守
ｌ
弾
圧
者
と
い
う
名
の
転
び
キ
リ
シ
ク
ン
ー
Ｌ
（
日

経
新
書
）
に
生
涯
に
亘
っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
一
二
四
一
頁

（
５
）
『
右
同
」
六
二
五
一
一
一
頁
、
松
平
滑
康
、
広
忠
、
家
康
三
代
に
仕
え

た
阿
部
大
蔵
少
輔
定
吉
の
妾
が
懐
姫
の
後
、
清
宗
に
嫁
し
て
清
秀
を

産
ん
だ
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
、
清
秀
は
阿
部
氏
の
直
系
で
あ
り
、

政
重
は
そ
の
孫
に
あ
た
る
。
『
改
訂
大
武
鑑
』
巻
五
に
は
「
安
部
政

’
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童
と
あ
る
。

（
６
）
注
（
４
）
と
同
じ

（
７
）
『
武
徳
編
年
集
成
』
巻
五
五
、
慶
長
十
三
年
是
年
の
条
、
東
大
史
料

編
纂
所
を
蔵

（
８
）
註
（
４
）
に
同
じ

（
９
）
『
加
藤
翰
譜
』
上
、
三
六
八
頁

（
、
）
北
島
正
元
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
』
四
五
六
頁

（
、
）
註
（
４
）
に
同
じ

（
、
）
（
Ⅲ
）
（
Ⅲ
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
二
一
一
五
三
頁

（
妬
）
「
徳
川
実
紀
』
第
二
編
元
和
九
年
八
月
六
日
三
○
一
頁

（
略
）
右
同
元
和
九
年
十
一
月
十
九
日
条
一
一
二
○
頁

（
Ⅳ
）
右
同
元
和
九
年
是
条
三
一
二
頁

（
肥
）
右
同
寛
永
二
年
是
年
条
三
五
五
頁

（
岨
）
註
（
５
）
に
同
じ

（
別
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
二
二
四
一
頁

研
究
』
二
四
二
頁

（
Ⅲ
）
（
皿
）
註
（
５
）
に
同
じ

（
別
）
『
古
事
類
苑
』
官
位
部
三
一
一
一
○
九
頁

（
別
）
『
譜
牒
余
録
」
巻
四
六
、
内
閣
文
庫
所
蔵

曽
祖
父
井
上
筑
後
守
儀
、
寛
永
十
五
寅
年
正
月
二
日
御
前
江
被
。
召

出
一
、
肥
前
有
馬
江
為
二
上
使
一
可
し
被
し
遣
之
旨
、
御
直
披
一
一
仰
出
一
也
、

（
中
略
）
彼
地
江
相
越
松
平
伊
豆
守
、
戸
田
左
門
委
細
可
一
一
相
談
一
之

由
、
御
読
被
一
一
仰
含
一
以
レ
御
。
懇

上
意
一
御
腰
物
青
江
御
手
自
頂
戴
也
（
下
略
）

井
上
筑
後
守
政
重
の
壷
聯
介
知
識
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）

松
平
信
綱
、
戸
田
左
門
の
相
談
相
手
と
し
て
、
島
原
乱
鎮
圧
に
赴
く

政
重
に
対
す
る
将
軍
家
光
の
懇
願
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。

（
妬
）
東
京
大
学
附
属
綜
合
図
書
館
所
蔵

（
上
略
）
一
摂
取
込
候
城
海
手
山
手
相
廻
り
見
分
仕
候
、
要
害
能
御

座
侯
間
、
早
速
責
二
は
人
数
多
様
可
し
申
躰
一
一
侯
、
依
レ
之
左
門
殿
、

伊
豆
殿
築
山
高
ク
つ
ぎ
、
大
筒
石
火
矢
一
一
て
打
た
て
、
責
道
具
丈
夫

（
力
脱
力
）

一
一
相
調
、
仕
寄
を
も
近
侯
と
い
い
ぎ
せ
、
其
上
見
計
可
二
申
付
一
候
申

侯
（
下
略
）

正
月
十
八
日

阿
部
備
中
守
様

稲
垣
摂
津
守
様

久
貝
因
幡
守
様

曽
我
又
左
衛
門
様

井
上
筑
後
守

（
肥
）
『
通
航
一
覧
』
第
五
一
九
七
頁

（
〃
）
『
続
念
群
書
類
従
』
宗
教
部
二
「
契
利
斯
督
記
」
六
四
七
’
八
頁

（
肥
）
藤
野
保
『
前
掲
書
』
二
三
九
頁

（
羽
）
『
通
航
一
覧
』
第
五
一
八
六
頁

（
釦
）
「
徳
川
実
紀
」
第
一
一
一
編
三
一
四
’
五
頁

（
Ⅲ
）
『
続
女
群
書
類
従
』
宗
教
部
、
二
、
同
上
書
六
四
八
’
九
六
五
二

’
五
頁
等
、
岡
本
三
右
衛
門
、
二
宮
、
南
甫
、
寿
庵
等
が
い
る
。

（
犯
）
『
長
崎
雑
記
』
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
所
を
蔵

（
羽
）
村
上
直
次
郎
『
抄
訳
バ
タ
ピ
ァ
城
日
誌
」
中
、
九
六
’
一
○
一
頁
、

及
び
幸
田
成
友
『
日
本
大
玉
国
志
』
一
三
’
五
頁
（
東
洋
文
庫
版
）

一
三
五
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（
弘
）
村
上
直
次
郎
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』
第
一
輯
、
八
一
’
一

二
○
頁

（
弱
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
二
輯
、
一
七
五
’
一
八
三
頁
、
及
び
同

『
長
崎
市
史
』
通
交
貿
易
編
・
西
洋
諸
国
部
四
八
五
’
五
○
二
頁

（
妬
）
『
長
崎
雑
記
』
及
び
村
上
直
次
郎
『
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
日
記
』

第
一
一
輯
一
九
八
’
二
二
三
頁

（
町
）
『
通
航
一
覧
』
第
四
、
一
五
○
頁
で
は
「
長
崎
覚
書
」
を
引
用
し
、

寛
永
十
六
年
を
除
く
四
回
と
す
る
が
、
卒
業
論
文
で
ま
と
め
た
数
は

五
回
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
な
お
今
後
史
料
の
発
見
に
努
め
糺

明
し
た
い
。

（
羽
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
一
輯
三
○
三
’
四
頁
、
ニ
ハ
四
一
一
一
年

十
二
月
二
十
三
日
条
、
政
重
が
エ
ル
セ
ラ
ッ
ク
か
ら
蘭
船
の
旗
識
、

蘭
船
と
西
葡
船
の
識
別
法
を
聴
取
し
、
長
崎
及
び
他
港
湾
の
入
津
手

続
に
つ
い
て
指
図
し
て
い
る
こ
と
や
、
同
『
前
掲
書
』
第
三
蝉
二

六
六
頁
、
一
六
五
四
年
二
月
一
日
条
に
、
政
重
は
蘭
人
に
対
し
、
老

中
間
の
支
那
生
糸
の
パ
ン
ガ
ド
廃
止
論
争
に
関
し
て
通
詞
等
に
意
向

を
打
診
し
た
際
の
内
容
を
話
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
窺
い
得
る

の
で
は
な
い
か
。

（
羽
）
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
二
二
四
一
頁
、
『
祇
藩
翰
譜
』
上
、
三
七

○
頁

（
側
）
板
沢
武
雄
『
阿
蘭
陀
風
説
書
の
研
究
」
所
収
「
阿
蘭
陀
風
説
書
解

題
」
、
浦
廉
一
『
華
夷
変
態
』
上
冊
所
収
「
華
夷
変
態
解
題
Ｉ
唐
船

風
説
薑
の
研
究
ｌ
」
参
照

（
虹
）
『
徳
川
実
紀
』
第
一
一
一
編
二
二
二
頁
及
び
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』

一一一一一ハ

第
一
輯
附
録
三
八
頁

（
蛆
）
『
寛
明
日
記
』
巻
三
三
、
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
所
蔵

（
伯
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
三
輯
三
九
’
四
○
頁

（
必
）
右
同
一
○
三
頁

（
妬
）
註
（
蛆
）
に
同
じ

（
妬
）
『
長
崎
県
史
』
第
四
七
九
九
頁

（
灯
）
オ
ス
カ
ー
・
ナ
ホ
ッ
ド
『
十
七
世
紀
日
蘭
交
渉
史
』
二
○
二
、
二
一
一
一

一
一
頁

（
蛆
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
一
輯
三
一
五
頁

（
⑲
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
二
轄
七
七
頁

（
印
）
『
華
夷
変
態
』
上
冊
一
六
頁

（
皿
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
一
糖
一
四
三
頁

（
皿
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
三
轄
二
○
一
頁

（
冊
）
板
沢
武
雄
『
蘭
学
の
発
達
』
八
五
頁
、
斎
藤
阿
具
「
蘭
人
の
江
戸
拝

礼
」
史
学
雑
誌
一
二
’
九

（
別
）
斎
藤
阿
具
「
前
掲
論
文
」

（
開
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
二
糖
二
七
七
’
八
頁

（
冊
）
右
同
二
○
一
’
二
頁

（
町
）
右
同
二
六
○
頁

（
肥
）
右
同
一
八
六
一
九
一
頁
等

（
弱
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
一
輯
一
一
一
六
九
’
三
七
一
頁

（
㈹
）
明
治
前
日
本
科
学
史
刊
行
会
『
明
治
前
日
本
科
学
史
総
説
・
年
表
』

四
六
頁

（
皿
）
中
村
孝
也
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
」
下
巻
之
一
五
一
四
’
六
頁
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（
他
）
『
通
航
一
覧
』
第
五
一
九
六
頁

（
閲
）
岩
生
成
一
「
松
倉
重
政
の
呂
宋
遠
征
計
画
」
史
学
雑
誌
四
五
’
九

（
“
）
和
田
万
吉
『
モ
ン
タ
ヌ
ス
日
本
誌
』
一
一
一
一
一
一
五
’
三
八
五
頁

（
筋
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
一
輯
八
一
頁

（
船
）
右
同
一
一
七
頁

（
町
）
右
同
二
○
一
’
二
頁

（
閉
）
右
同
二
六
九
’
二
七
一
頁

（
的
）
註
（
閉
）
に
同
じ

（
、
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
二
輯
一
四
○
’
一
頁

（
刀
）
右
同
一
六
九
頁

（
犯
）
右
同
一
八
九
頁

（
門
）
岩
生
成
一
コ
別
掲
論
文
」

（
汎
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
二
輯
三
一
’
二
頁

（
市
）
（
泥
）
右
同
一
一
一
二
’
三
頁

（
刀
）
右
同
三
四
頁

（
門
）
（
殉
）
（
別
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
一
輯
一
一
○
八
頁

（
別
）
右
同
一
二
○
頁

（
肥
）
右
同
二
九
一
１
二
頁

（
別
）
註
（
町
）
に
同
じ

（
別
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
一
蝉
二
九
六
’
七
頁
、
尚
、
和
蘭
風

説
書
の
義
務
付
け
ら
れ
た
の
は
、
片
桐
一
男
「
蘭
船
の
長
崎
入
港
と

阿
蘭
陀
風
書
」
（
「
長
崎
市
立
博
物
館
報
」
第
七
号
所
収
）
京
口
元
吉

「
甲
必
丹
と
和
蘭
風
説
書
」
（
「
史
観
」
第
二
十
五
冊
）
に
よ
れ
ば
、

一
六
四
一
年
十
一
月
八
日
と
あ
る
。

井
上
筑
後
守
政
重
の
海
外
知
識
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）

〔
追
記
〕
成
稿
に
あ
た
り
、
種
々
の
御
指
導
御
助
言
を
賜
っ
た
田
中
健
夫

先
生
、
片
桐
一
男
先
生
、
並
び
に
史
料
の
便
宜
を
は
か
っ
て
頂
い
た
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
、
東
京
大
学
附
属
綜
合
図
書
館
、
内
閣
文
庫
の
皆
様
、
そ
し

て
、
全
て
に
亙
り
御
指
導
を
賜
っ
た
指
導
教
授
岩
生
成
一
先
生
に
深
甚
な
る

謝
意
を
表
し
た
い
。

ま
た
、
執
筆
中
、
種
を
便
宜
を
は
か
っ
て
頂
い
た
、
勤
務
校
の
飛
田
良
一

校
長
先
生
ほ
か
諸
先
生
方
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。

〈
開
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
二
輯
三
四
’
五
頁

（
別
）
右
同
一
三
五
頁

（
町
）
（
胡
）
右
同
一
五
○
頁

（
的
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
三
輯
二
八
一
一
頁

（
卯
）
註
（
Ⅶ
）
に
同
じ

（
Ⅲ
）
村
上
直
次
郎
『
前
掲
書
』
第
二
輯
一
八
六
頁

（
皿
）
右
同
三
○
’
一
頁

（
肥
）
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
『
鎖
国
時
代
日
本
人
の
海
外
知
識
』

九
六
頁

（
肌
）
右
同
、
二
○
四
頁

（
妬
）
（
船
）
右
同
一
九
五
’
六
頁

（
Ｗ
）
岩
生
成
一
「
前
掲
論
文
」

七
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